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目標年次 単位 目標値

海洋ごみ処分量
漁業者と連携した海洋ごみの
回収、処分において発生した処分量

令和3年度 ｔ 5ｔ

SDGs（１７の目標）　
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

任期付

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

その他

合計0.00

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

0

4,868

3,730

0

26,730

26,730

0

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
豊かな海づくり事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132370000-001

予算所管課 市民生活局豊かな海づくり室
連絡先 (078)918-5045

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 農林水産業費 連絡先

項 水産業費 自治/法定 自治事務 開始年度 令和 年度

目 水産業振興費
根拠法令
・要綱等

事業 豊かな海づくり事業

施策分野
4 生活・環境分野

4-3 環境の保全と創造
実施方法

直営 補助・助成 その他

個別計画 水産業振興計画 委託 指定管理

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
明石市で開催される全国豊かな海づくり大会を契機として、市民や関係団体などと連携しながら、実効性のある施策を展開
することにより持続可能な「豊かな海」を実現する。

事
業
内
容

○第40回全国豊かな海づくり大会　プレ大会開催（2019/11月開催予定→1年延期、2021年開催※日程未定）
　　 兵庫県実行委員会の主催により、本大会に向けたキックオフイベントとして、機運の醸成を図る。

○第41回全国豊かな海づくり大会　兵庫大会開催（2022年開催予定）

○第40回全国豊かな海づくり大会（宮城大会）参加（2021年開催予定）

○豊かな海づくりの啓発・普及
 　　豊かな海づくりに関するPR動画、ポスターを作成、広報し、普及活動を行う。
 　　明石たこ大使さかなクンを活用した映像コンテンツ作成や半夏生等のイベントにおける啓発を行う（シティセールス課との連携）。

○漁業者等と連携した漂流ごみの回収、処分
　　 漁業者、漁協、市で連携し、漁で網に引っ掛かった漂流ごみを港まで持ち帰る。
　 　（一部国庫補助事業）

○ため池のかいぼり（実施箇所の追加）
 　　池底の泥を掻き出し、滞留する腐葉土（栄養分）を海に放流する。
 　　実施箇所：2か所　実施時期：2022年1～2月

○小学生/高齢者対象の出前授業、稚魚放流の開催

豊かな海づくり関連事業についてはコロナの収束状況により開催予定事業の変更等が必要な事態が想定される。各事業に柔軟に取りかかれるよう、引き
続き、兵庫県及び漁業関係者と連携をとりながら進めていく。

成果指標
指標名 考え方・定義・式

第40回豊かな海づくり大会（宮
城）視察等旅費等 800

区分（節）

事業のコスト
（単位：千円）

財源内訳

国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

3.30

0.00

01決算 0 0 0 0

02当初予算 0 0 0 31,598

令和２年度
人員配置（人）

正規

再任用

03当初予算 700 0

0.00

3.30

31,598

30,460

旅費
第40回豊かな海づくり大会（宮
城）視察等旅費 918 需用費

0

内容

事務用品
消耗品費、印刷製本費

29,760

内容 金額

報償費
委員開催にかかる委員への報
償費 500 旅費

2,300 備品購入費
デジタルカメラ購入費

30

使用料及び賃
借料

委員会開催会場
50

負担金補助及
び交付金

海洋ごみ処理
1,300

合計（Ａ） 4,868 合計（Ｂ） 3,730

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -1,138

主な
理由

豊かな海づくり条例（仮）制定委員会開催延期のため

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

金額

800

需用費
事務用品
消耗品費、印刷製本費、食糧費 1,100 委託料

ため池かいぼり、
PR動画作成委託料 800

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

委託料
廃棄物処理委託料
ため池かいぼり委託料


	豊かな海づくり室

